














算数・数学を扱った国際調査は，国際教育到達度評価委員会(International Association for the
Evaluation of Educational Achievement，略称 IEA)によって1964(昭和39)年に実施された調査が最
初である。1995(平成 7 )年には，それまで別々に実施されていた算数・数学と理科が合同で，
国際数学・理科教育動向調査(Trends in International Mathematics and Science Study，略称
TIMSS)という名称で実施された。また，2000年からは OECD(経済協力開発機構)により国際的






IEAは International Association for the Evaluation of Achievementの略であり，国際教育
到達度評価学会と訳されている。国際的かつ科学的な学力調査を行う計画は，1960(昭和35)年
ハンブルグのユネスコ教育研究所に会合した 9か国代表の同意によって発足した。その調査計
画の正式名称は⽛国際教育到達度評価計画⽜(International Project for the Evaluation of Educational
Achievement)で，それを IEAと略称され，教科は数学と定められた。これを実行する委員会
は，国際教育到達度評価委員会 (International Association for the Evaluation of Educational
Achievement)と名付けられた。これも IEAという略称が用いられることが多い。
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(2) 第 1回国際数学教育調査
日本では，初級(中学校 2 年生)，中級(中学校 3 年生)，上級A(全日制高校 3 年生で数学Ⅲまたは




本はイスラエルに次いで第 2 位であった。また，上級A(全日制高校 3 年生で数学Ⅲまたは応用数














研究所 1991)。中学校 1 年生と高等学校 3 年生が調査の対象であった。中学生の平均正答率は，
参加20か国中で日本が 1 番高く，以下オランダ，ハンガリー，フランス，ベルギー(フラマン
圏)と続いていた。香港は 9 番目，イギリスは11番目，アメリカは14番目であった。高校生の
















日本の中学生は 5つの項目のうち 3 項目で最下位，他の 2 項目も最下位に近い反応率であった。












日本の小学校 3 年， 4 年の算数の得点については，日本は参加26か国(地域を含む)中，シン
ガポール，韓国に次いで第 3 位であった。小学校 4 年のみでは15か国(地域を含む)中シンガ
ポールに次いで第 2 位であった。日本の中学校 1 年， 2 年の数学の得点については，日本は参
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(2) TIMSS1999(平成11年)
この調査では，TIMSS1995で小学校第 4 学年の調査に参加した学年を 4 年後の第 8 学年(中
学校 2 年生)で調査し変化を調べること，1995(平成 7 )年の第 8 学年と1999(平成11)年の第 8 学
年を比較すること，1999(平成11)年の第 8 学年の国際比較を行うことの 3 点が目的とされた。
国立教育政策研究所の報告(国立教育政策研究所 2000)では，日本の1995(平成 7 )年の小学校
4 年生では＋50点， 4 年後の1995年の第 8 学年では＋55点であり，国際平均値を上回っていた。










この調査は小学校 4 年生と中学校 2 年生が対象であった。国立教育政策研究所は結果を報告




























国立教育政策研究所の報告(国立教育政策研究所 2009)では，小学校 4 年生の算数の得点につ
いては，日本は36か国(地域を含む)中，香港，シンガポール，台湾の次に高く，日本はこれら




小学校 4 年生に算数の勉強が楽しいかの 4つの選択肢(⽛強くそう思う⽜，⽛そう思う⽜，⽛そう思わ
ない⽜，⽛そう思う⽜)の設問の結果，日本の児童は⽛強くそう思う⽜と答えた割合が 34%であり，
国際平均値の 55%よりも21ポイント下回っており，台湾，オランダ，香港，デンマークに次

















的回答の割合が 45%で国際平均値の 57%よりも12ポイント下回っていた。中学校 2 年生の数
学の勉強に対する自信に関する設問では，日本は，自信があるという肯定的回答の割合が
17%で国際平均値の 43%よりも 26% 下回り，参加国中最低であった。
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小学校 4 年生に対して算数は苦手かどうかを問う設問について，⽛まったくそう思わない⽜















算数・数学の得点の男女差については，日本は小学校 4 年生及び中学校 2 年生ともに男女差
はなかった。また，算数・数学の内容領域ごとの得点について，日本はいずれの内容領域にお
いても高く上位であった。算数の問題については，日本の小学校 4 年生の正答率が国際平均値























2016)。この調査は57か国/地域で実施され，約 1 万校の小学生と約27万人の児童，約 8 千校の
中学校と約25万人の生徒が参加した。日本では，148校の小学校 4 年生約4ｼ400名及び147校の
中学校 2 年次生約4ｼ700名が参加して，2015年 3 月に実施された。













































































ル 6，レベル 5，レベル 4，レベル 3，レベル 2，レベル 1，レベル 1 未満の 7 段階に分けら
れ，各レベルの生徒の割合も示された。数学的リテラシー全体については，レベル 6 及びレベ
ル 5の生徒の割合が最も多いのはともに香港で，それぞれ 11%，20%である。日本はそれぞ
れ 8%，16%であり，上位の習熟度レベルに位置する生徒の割合が多かった。レベル 2 以上の










日本は第 6 位であった。それらの国々と統計的な有意差がなかったため， 1 位グループであっ
たといえる。⽛量⽜⽛空間と形⽜⽛変化と関係⽜⽛不確実性⽜の 4 領域について，日本は⽛空間と
形⽜は第 2 位，⽛変化と関係⽜は第 7 位で日本より上位国と統計的に有意差がなかったことか





領域では韓国，⽛不確実性⽜領域ではニュージᴷランドであり，日本はそれぞれ 5 番目， 2 番


















































徒は 1 種類のブックレットに， 2 時間かけて解答した。コンピュ－タ型調査では，問題の組合
せによって24種類のフォームが準備され，生徒はそのうち 1 種類に40分間かけて解答した。ま
た，質問紙についての回答時間は30分程度であった。OECD 加盟国の生徒の平均得点が500点，























ポール，香港，台湾，韓国，マカオ，日本という順であり，第 7 位であった。OECD 平均が
494点に対して日本は536点であった。PISA 調査は2000(平成12)年から実施されている。2000
(平成12)年から2012(平成24)年までの数学的リテラシᴷの①全参加国中の順位，②日本の平均
得点，③ OECD 平均は，次のようである。2000(平成12)年調査：① 1 位/32か国，②557点，③
500点，2003調査：① 6 位/41か国，②534点，③500点，2006年調査：①10位/57か国中，②523
点，③498点，2009年調査：① 9 位/65か国，②529点，③496点，2012(平成24)年調査：① 7 位




1 位であったが，2003年以後， 6 位，10位， 7 位であることはマスコミで報道されている。ち
なみに読解力の順位は， 8 位，14位，15位， 8 位， 4 位であり，科学的リテラシᴷの順位は，





心や楽しみ⽜に関する全 4 項目，⽛数学における道具的動機付け⽜に関する全 4 項目，⽛数学に




























国立教育政策研究所(編)(2000)⽛第 3 回国際数学・理科教育調査第 2 段階調査(TIMSS-R)⽜国立教育政策研究
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